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１．設備工事の共通仕様書

設備工事とは？

土木設備工事

電気 ・・・ 道路やトンネル照明、道路表示板、ＣＣＴＶ、下水処理場

機械 ・・・ 樋門、排水機場、下水処理場、ダム放流設備 など

県有の建築物（ 県立学校や県営住宅 など ）の

電気 ・・・ 照明、弱電、受変電、非常用発電機設備

機械 ・・・ 給水排水管、空調、衛生器具、浄化槽設備 など

がある。

営繕設備工事
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土木と営繕 設備工事の共通仕様書

土木設備工事 共通仕様書

1. 電気設備工事・電気通信設備工事
国土交通省大臣官房技術調査課電気通信室

① 電気通信設備工事共通仕様書
② 電気通信設備工事施工管理基準及び規格値(案)

2. 機械設備工事
国土交通省総合政策局公共事業企画調整課

① 機械工事共通仕様書(案)
② 機械工事施工管理基準(案)

営繕設備工事 共通仕様書

1. 電気設備工事
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

① 公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）
② 公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）

2. 機械設備工事
国土交通省大臣官房官庁営繕部監修

① 公共建築工事標準仕様書（機械設備工事編）
② 公共建築改修工事標準仕様書（機械設備工事編）
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土木と営繕 共通仕様書の内容は共通なの？

土木
設備工事

共通ではない !!
営繕

設備工事

土木設備工事と営繕設備工事では
材料･施工管理･出来形管理などが違う
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板厚について

土木設備工事 営繕設備工事

・電気通信設備工事共通仕様書

・機械工事共通仕様書(案)

・公共建築工事標準仕様書
（電気設備工事編）

・公共建築工事標準仕様書
（機械設備工事編）

分電盤等の板厚

（電気通信設備工事共通仕様書）
1.6mm以上の鋼板または1.2mm以上のステンレス
鋼板

（機械工事共通仕様書(案)）
・屋内用自立型

（1) 扉に器具付
扉3.2(3.0)、天井板･底面板1.6(2.0)

（2) 扉に器具なし
扉2.3(2.0）、天井板･底面板1.6(2.0)

・コントロールセンター形
扉1.6(2.0) 、天井板･底面板1.6(2.0)

・屋内･屋外スタンド形
扉2.3(2.0)、天井板･底面板1.6(2.0)

・屋外用自立形
扉3.2(3.0)、天井板･底面板1.6(2.0)

・壁掛形
扉1.6(2.0) 、天井板･底面板1.6(2.0)

※( )内はステンレス鋼を使用した場合

・正面の面積0.1㎡以下の場合
1.0mm以上の鋼板または0.8mm以上のステンレス
鋼板

・正面の面積0.1㎡を超え0.2㎡以下の場合
1.2mm以上の鋼板または1.0mm以上のステンレス
鋼板

・正面の面積0.2㎡超過の場合
1.6mm以上の鋼板または1.2mm以上のステンレス
鋼板

工事工種

共通仕様書
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土木設備工事 営繕設備工事

・電気通信設備工事共通仕様書

・機械工事共通仕様書(案)

・公共建築工事標準仕様書
（電気設備工事編）

・公共建築工事標準仕様書
（機械設備工事編）

耐震施工

耐震据付基準

・アンカーボルトの選定
「各種合成構造設計指針・同解説」

（(一社)日本建築学会）

・設備により重要度区分が３段階に分類

・アンカーボルトの選定
「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」
（(一財)日本建築センター）

・設計用水平震度及び設計用鉛直震度は
特記による
・施設の用途により特定と一般に分類
・目的により重要機器と一般機器に分類

共通仕様書

工事工種

耐震施工について
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適用すべき共通仕様書を間違ってしまうと・・・

盤の板厚が発注仕様を満たさない

アンカーボルトの径や長さが違う

盤の作り直し

そうならないためには

・設計図書の照査
・適用される共通仕様書の内容を確認

増し打ち・
打ち直し

疑問点などがあれば監督員と協議を！
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土木設備工事 令和６年版 『電気通信設備工事共通仕様書』
第３編・第３章 設備の耐震基準 Ｐ ３－１７ より

2) ボルト類の選定

（途中 略）
また、適切な管理項目を定めたあと施工アンカーボルト施工作業手順書を提出し
監督職員の確認を受けた上で、
(一社)日本建築あと施工アンカー協会の資格区分に応じた資格所有者に施工
させるとともに、
強度検討資料の照査結果に基づく設計用引張荷重に等しい荷重による同協会の施工
指針に規定する試験方法により、
あと施工アンカーボルトの規格、施工面(壁面・天井・床面)、施工班、施工日毎に
3％(最低3本)以上の本数の非破壊引張試験を実施するものとする。
なお、施工および非破壊引張試験を資格区分に応じた資格所有者で行えない場合は、
あと施工アンカーボルト全数に対して
強度検討資料の照査結果に基づく設計用引張荷重に等しい荷重により
非破壊引張試験を実施するものとする。
（以下 略）

作業手順書の提出と引張試験の実施を！

２．耐震施工の注意点
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土木設備工事 令和６年版 『電気通信設備工事共通仕様書』
第３編・第３章 設備の耐震基準 Ｐ ３－１８ より

3) 既設アンカーボルトの流用

既設アンカーボルトを流用する場合は
全数に対して目視により錆がないかを、
打音・接触検査により緩み等がないかを確認し、
ノギスでボルトの最小径寸法を測定し、最小寸法が確保できていることを確認
したうえで、
全数に対して強度検討資料の照査結果に基づく
設計用引張荷重に等しい荷重により非破壊引張試験を実施するものとする。
（以下 略）

既設のアンカーボルトを流用する場合は確認を！
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土木設備工事 令和６年版 『電気通信設備工事共通仕様書』
第３編・第３章 設備の耐震基準 Ｐ ３－３２ より

（3） 卓上装置等の据付

1) 地震時に、卓上装置や端末設備等が水平移動または卓上から落下等
しないように、
耐震用品等で固定するものとする。

2) 卓上に設置する場合は、移動または転倒などを防止するために
耐震用品等で固定するものとし、
卓の脚はスラブ（耐震施工がされているフリーアクセスの場合は
フリーアクセス）に固定する。

操作卓や卓上装置を設置する場合も耐震施工を！
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会計検査院 耐震施工に関する不当事項報告

・架台を設けて耐震施工すべきところを、
耐震設計計算書や施工図について発注者へ提出せず、
承諾も得ないまま架台を設けずに施工していた。

・建築基準法では地上２階建ての建築物であるので
設置場所の地上２階で耐震設計計算すべきところを、
地上１階・地下１階建て建築物と間違った認識のまま
地上１階で耐震設計計算をし、耐震施工していた。

・防災拠点となる避難所の設備であるのに、
適用すべき耐震クラスを誤ったまま耐震施工していた。

など

受注者さんも耐震設計計算書の精査や確認を !!
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３．道路照明灯電気契約事務

道路保全課のホームページで確認をお願いします
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最後に

設計や仕様などに疑問がある場合は
監督員と協議し、
その協議内容はお互いに
書面で記録として残すようお願いします。

ご静聴ありがとうございました。


